
100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．周産期及び新生児期にある対象の身体的・精神的・社会的変化及び正常な経過を理解
　　できる。
２．妊産褥婦及び新生児・家族を含めたアセスメントを行い、必要な看護を実践できる。
３．母子を支える保健医療福祉の仕組みを理解し、看護援助を実践（演習）できる。
４．自己の母性（父性）観について述べることができる。

講義形態 ②実習・実技

講義内容

１．妊娠期の看護
２．分娩期の看護
３．新生児の看護
４．産褥期の看護
５．異常経過のみられる妊婦の看護
６．異常経過のみられる産婦の看護
７．新生児の異常と看護
８．褥婦の異常と看護

【テキスト／参考文献】

【評価】

専任教員

分野 専門分野 科目名 母性看護学実習

時間 110時間 開講時期 3年次（前期）


